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認証する[Android]

認証方法の種類

アプリを利用するために、下記のいずれかの方法で認証を行います。

QRコード認証
アプリを利用する端末とは別に、QRコードを表示するための端末が必要です。

パスワード認証

連携先URL・ID・パスワードを入力して認証します。他の端末が手元にない場合にご利用ください。

認証には連携先製品のログイン情報が必要です。アプリによって連携先製品が異なります。

連携先製品 利用可能なアプリ

NI Collabo 360

NI Calendar
NI Collabo NOW！
NI 経費精算 Reader
NI Collabo Attention！
NI Collabo UP！
NI Collabo Mail
NI Collabo バスケット
NI Collabo Video Uploader
Ultimate Backupアプリ

Sales Force Assistantシリーズ
SFAssist
マッピングアシスト

QRコード認証

1. アプリで読み取るQRコードを表示するため、アプリを利用する端末とは別の端末を使い、ブラウザで連携先製品
（NI Collabo 360またはSales Force Assistantシリーズ）にログインします。

2. 「オプション設定＞基本設定＞スマートフォンアプリ＞認証」に遷移するとQRコードが表示されます。
「NI Collabo 360」ポータル画面下部の「アプリ認証」から開くこともできます。

3. アプリを起動して認証情報の画面を開きます。

4. 「QRコード認証」ボタンをタップしてカメラを起動します。
QRコードを読み取るため、カメラの使用権限を許可してください。

5. 起動したカメラでQRコードを読み取ってください。
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パスワード認証

1. アプリを起動して認証情報の画面を開きます。

2. 連携先URLを入力してください。
連携先URLはブラウザで連携先製品（NI Collabo 360またはSales Force Assistantシリーズ）にログイン後、「オプ
ション設定＞基本設定＞スマートフォンアプリ＞認証」に遷移すると記載されています。

※「NI Collabo 360」ポータル画面下部の「アプリ認証」から開くこともできます。
※スマートフォンまたはタブレットで画面表示すると、連携先URLの横に「コピー」ボタンが表示され、コピー&
ペーストで入力することができます。

3. 連携先製品（NI Collabo 360またはSales Force Assistantシリーズ）にログインする際のID・Passwordを入力して
ください。接続ができれば完了です。
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クライアント証明書による端末認証

はじめに

NIコンサルティングが提供しているスマートフォンアプリでは、特定端末からのアクセスのみを許可する手段としてクラ
イアント証明書を利用した通信方式をサポートしています。

クライアント証明書を使うためには対象アプリ内に使用する証明書を最初に一度だけ取り込む必要があります。ただし、

取り込んだ証明書の有効期限が切れたなどの理由で証明書を更新する場合は再度取り込みが必要になります。

証明書ファイルをダウンロードするなど、あらかじめAndroid端末内の参照できる領域に証明書ファイルの配置が必要で
す。

 Hint
本機能は通常はシステム管理者からの連絡・案内があってから利用する機能です。特に案内がない、あるいは、ご利

用の予定がなければ本節は読み飛ばしてください。

 Hint

証明書はAndroid標準のセキュリティ領域で管理されます。このセキュリティ領域はOS内の共通のため、他の
アプリからも参照することが可能です。

証明書の取り込みはアプリごとに行う必要はありませんが、どの証明書利用するのか選択する操作はアプリご

とに必要です。

Android OSのセキュリティ仕様上、OSにクライアント証明書をインストールすると画面のロック（PIN、顔
認証、指紋認証など）が必須になります。Androidデバイスの画面ロックを設定していない場合、後述の操作
中にOSの画面ロックの方法を設定するよう要求されるため、その場合は適切な画面ロックを設定してくださ
い。
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事前にご用意いただくもの

クライアント証明書ファイル

秘密鍵を含むPKCS#12形式のファイル（拡張子が.p12または.pfxのファイル）、および秘密鍵を保護しているパス
フレーズ。

中間CA証明書ファイル
クライアント証明書の妥当性を証明する認証局の証明書です。

クライアント証明書をアプリに取り込む

ここではクライアント証明書を証明書発行元のWebページからAndroid OS内にダウンロードしたとして説明します。
Androidデバイスの画面ロックを設定していない場合、操作中にOSの画面ロックの方法を設定するよう要求されるため、
その場合は適切な画面ロックを設定してください。

1. クライアント証明書ファイルをタップするか、あるいはAndroid OSのシステムの「設定＞セキュリティ」の「スト
レージからのインストール」で対象のクライアント証明書ファイルを選択します。

2. 証明書を抽出するためのパスワードの入力が要求されます。ここで秘密鍵を保護しているパスフレーズを入力して
ください。

3. 続いて証明書の名称の入力が要求されます。通常は人が理解しやすい名称が自動でセットされますが、名称が省略
されている場合は長い文字列が表示される場合があります。そのままでも利用できますが、任意のわかりやすい名

称に変更することを推奨します。

4. エラーがなければ取り込みに成功です。

5. 次にクライアント証明書を利用したいアプリを起動します。

6. アプリ内の認証情報画面の「クライアント証明書を使用する」のスイッチをONにすると、証明書の選択ダイアロ
グが表示されます。

7. ここで先ほど登録した証明書を選択し許可します。

8. 証明書を選択すると証明書の識別名（エイリアス名）が設定画面に表示されます。
アプリからの通信時にクライアント証明書を要求されると、自動的にこの証明書を提示して通信するようになりま

す。
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中間CA証明書ファイルをOSにインストールする

こちらは該当ファイルが提示されている場合にのみ行います。

ここでは証明書を証明書発行元のWebページからAndroid OS内にダウンロードしたとして説明します。

1. 証明書ファイルをタップするか、あるいはAndroid OSのシステムの「設定＞セキュリティ」の「ストレージからの
インストール」で対象の中間CA証明書ファイルを選択します。

2. インストールに成功すると「設定＞セキュリティ」の「信頼できる認証情報」にユーザーが追加したCA証明書とし
て登録されていることを確認できます。

クライアント証明書をアプリから破棄する

クライアント証明書が不要になった場合は、以下の手順でアプリ内から取り込まれている証明書を破棄します。

1. アプリの認証情報画面内の「クライアント証明書を使用する」のスイッチをOFFにします。
この状態でアプリは証明書を使わない通信に戻ります。

OSにインストールされている証明書は引き続き残っているため、それらを削除するには「設定＞セキュリティ」から「認
証ストレージの消去」を選択してください。ただし、この操作はユーザーによって追加されたすべてのクライアント証明

書がリセットされるため（個別に指定ができません）、他に必要な証明書がインストールされていないことを確認してか

ら実行することを推奨します。

 Hint
クライアント証明書を使う環境でQRコード認証を行う際、QRコード画面をHTTPSで開く必要があります。これは
QRコードに含まれている接続用のURLはその画面を開いたときのURLに応じて作成されるためです。
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認証する[iOS]

認証方法の種類

アプリを利用するために、下記のいずれかの方法で認証を行います。

QRコード認証
アプリを利用する端末とは別に、QRコードを表示するための端末が必要です。

パスワード認証

連携先URL・ID・パスワードを入力して認証します。他の端末が手元にない場合にご利用ください。

認証には連携先製品のログイン情報が必要です。アプリによって連携先製品が異なります。

連携先製品 利用可能なアプリ

NI Collabo 360

NI Calendar
NI Collabo NOW！
NI 経費精算 Reader
NI Collabo Attention！
NI Collabo UP！
NI Collabo Mail
NI Collabo バスケット
NI Collabo Video Uploader
Ultimate Backupアプリ

Sales Force Assistantシリーズ
SFAssist
マッピングアシスト

QRコード認証

1. アプリで読み取るQRコードを表示するため、アプリを利用する端末とは別の端末を使い、ブラウザで連携先製品
（NI Collabo 360またはSales Force Assistantシリーズ）にログインします。

2. 「オプション設定＞基本設定＞スマートフォンアプリ＞認証」に遷移するとQRコードが表示されます。
「NI Collabo 360」ポータル画面下部の「アプリ認証」から開くこともできます。

3. アプリを起動して認証情報の画面を開きます。

4. 「QRコード認証」ボタンをタップしてカメラを起動します。
QRコードを読み取るため、カメラの使用権限を許可してください。

5. 起動したカメラでQRコードを読み取ってください。
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パスワード認証

1. アプリを起動して認証情報の画面を開きます。

2. 連携先URLを入力してください。
連携先URLはブラウザで連携先製品（NI Collabo 360またはSales Force Assistantシリーズ）にログイン後、「オプ
ション設定＞基本設定＞スマートフォンアプリ＞認証」に遷移すると記載されています。

※「NI Collabo 360」ポータル画面下部の「アプリ認証」から開くこともできます。
※スマートフォンまたはタブレットで画面表示すると、連携先URLの横に「コピー」ボタンが表示され、コピー&
ペーストで入力することができます。

3. 連携先製品（NI Collabo 360またはSales Force Assistantシリーズ）にログインする際のID・Passwordを入力して
ください。接続ができれば完了です。
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クライアント証明書による端末認証

はじめに

NIコンサルティングが提供しているスマートフォンアプリでは、特定端末からのアクセスのみを許可する手段としてクラ
イアント証明書を利用した通信方式をサポートしています。

クライアント証明書を使うためには対象アプリ内に使用する証明書を最初に一度だけ取り込む必要があります。ただし、

取り込んだ証明書の有効期限が切れたなどの理由で証明書を更新する場合は再度取り込みが必要になります。

証明書をアプリ内に配置するため、Windows PCまたはMacと対象アプリがインストールされているiOSデバイス
（iPhone、iPad）を有線ケーブルで接続する必要があります。

事前にご用意いただくもの

クライアント証明書ファイル

秘密鍵を含むPKCS#12形式のファイル（拡張子が.p12または.pfxのファイル）、および秘密鍵を保護しているパス

 Hint
本機能は通常はシステム管理者からの連絡・案内があってから利用する機能です。特に案内がない、あるいは、ご利

用の予定がなければ本節は読み飛ばしてください。

 Hint
証明書はiOS標準のキーチェーンサービスによって対象アプリ間で共有されるため、NIコンサルティングが提供して
いる他のアプリで証明書を取り込んであれば改めて取り込む必要はありません。

※他社製アプリはこの共有された証明書は利用できません。
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フレーズ。

※証明書ファイル名は固定とする必要があり「niconsul.p12」に変更してください。
※パスフレーズなしの証明書には対応していません。

MacまたはWindows PC
証明書をアプリ内に転送するため、Windows PCまたはMacとiOSデバイス（iPhone、iPad）を有線ケーブルで接続
する必要があります。

クライアント証明書をアプリに取り込む

macOS Mojave以前またはWindows PCをお使いの場合は「iTunes経由の場合」を参照してください。
macOS Catalina以降をお使いの場合は「Finder経由の場合」を参照してください。

iTunes経由の場合

1. 入手したクライアント証明書ファイルのファイル名を「niconsul.p12」に変更します。

2. MacまたはWindows PCに対象となるiOSデバイスをケーブルで接続し、iTunesを起動します。

3. iTunes上で対象のiOSデバイスを選択し、設定の「ファイル共有」を表示します。

4. ファイル共有の「App」から対象アプリを選択し、右側の「（選択したアプリ名）の書類」ビューにファイル名を
「niconsul.p12」としたクライアント証明書ファイルをドラッグ＆ドロップするか、下部の「ファイルを追加」ボ
タンからクライアント証明書ファイルを選択しアプリ内に証明書を配置します。

5. iOSデバイス上で証明書を配置したアプリを起動します。上記操作をする前にアプリを起動していた場合は、アプ
リの再起動が必要です。

6. アプリの認証情報画面の下部にある「クライアント証明書を使用する」のスイッチをタップすると、証明書のパス
ワードが要求されます。ここで秘密鍵を保護しているパスフレーズを入力してください。

7. 取り込みが成功すると証明書の識別名（エイリアス名）が設定画面に表示されます。
アプリからの通信時にクライアント証明書を要求されると、自動的にこの証明書を提示して通信するようになりま

す。
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Finder経由の場合

1. 入手したクライアント証明書ファイルのファイル名を「niconsul.p12」に変更します。

2. Macに対象となるiOSデバイスをケーブルで接続し、Finderを起動します。

3. Finder上で対象のiOSデバイスを選択し、「ファイル」を表示します。

4. ファイル名を「niconsul.p12」としたクライアント証明書ファイルを対象アプリへドラッグ＆ドロップして追加し
ます。

5. iOSデバイス上で証明書を配置したアプリを起動します。上記操作をする前にアプリを起動していた場合は、アプ
リの再起動が必要です。

6. アプリの認証情報画面の下部にある「クライアント証明書を使用する」のスイッチをタップすると、証明書のパス
ワードが要求されます。ここで秘密鍵を保護しているパスフレーズを入力してください。
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7. 取り込みが成功すると証明書の識別名（エイリアス名）が設定画面に表示されます。
アプリからの通信時にクライアント証明書を要求されると、自動的にこの証明書を提示して通信するようになりま

す。

クライアント証明書をアプリから破棄する

クライアント証明書が不要になった場合は、以下の手順でアプリ内から破棄します。

1. アプリの認証情報画面内の「クライアント証明書を使用する」のスイッチをOFFにします。

 Hint

クライアント証明書を使う環境でQRコード認証を行う際、QRコード画面をHTTPSで開く必要があります。こ
れはQRコードに含まれている接続用のURLはその画面を開いたときのURLに応じて作成されるためです。

iTunesまたはFinder経由でアプリ内に配置した証明書ファイル（niconsul.p12）は自動では削除されません。
削除が必要な場合はiTunesまたはFinderからの操作で削除してください。
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2. 確認ダイアログで「削除」を選択すると、アプリ内に取り込まれている証明書が破棄されます。
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よくあるご質問（スマートフォンアプリ編）

株式会社NIコンサルティング（以下「弊社」） が提供するスマートフォンアプリのご利用にあたり、エラーが発生した場
合の解決方法やよくあるご質問を記載しております。以下の内容を参考にご利用ください。

■ 共通

アプリを利用するためには、まず何をすればよいですか？Q

アプリを起動し認証を行なってください。

認証するためには弊社製品にログインしQRコードを読み込みます。
オプション設定>基本設定>スマートフォンアプリ／認証にございます。
URLの入力でも認証が可能です。
（SFAssist、マッピングアシスト、NI Collabo Attention！、NI Collabo UP！、NI Collabo Mail、NI Collabo
NOW！、NI 経費精算 Reader、NI Calendar、NI-C-Name、NI Collabo バスケット、NI Collabo Video Uploader）
QRコードを読み込めない場合に利用してください。

アプリ「オフライン版」のQRコードは、
オプション設定>Sales Force Assistant>個人共通／オフライン版利用設定にございます。
認証方法の詳細は、各アプリのマニュアルをご確認ください。

A

QRコードが読み取れません。Q

以下を参考にご確認ください。

・カメラが起動しない場合

端末でカメラを許可する設定をしてください。

● お使いのスマートフォンがiOSの場合
設定>該当のアプリ>カメラをONに設定してください。

● お使いのスマートフォンがAndroidの場合
設定>アプリ>該当のアプリ>権限>カメラをONに設定してください。

・カメラの使用許可を設定できない場合

アプリを起動>認証情報>QRコード認証画面を開き、カメラへのアクセスを許可してください。

・NI Calendarの場合
① NI Collabo 360のバージョンが1.3.34以上であることを確認してください。
② 使用アプリケーション「スケジュール」もしくはSales Force Assistantのライセンスがあること。
システム設定>NI Collabo 360>共通／使用アプリケーションの設定をご確認ください。

・「NI Collabo NOW！はご利用いただけません。」と表示されるかQRコードが表示されない場合

A
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① 使用アプリケーション「NI Collabo NOW！」が利用できること。
システム設定>NI Collabo 360>共通／使用アプリケーションの設定をご確認ください。

QRコードを読み取るとエラーが発生します。Q

エラー内容ごとに、以下を参考にご確認ください。

・「サーバーに接続することができませんでした」と表示される場合

① 認証画面のURLと携帯用公開アドレスの設定が一致していない可能性があります。
たとえば認証画面を「http://～」ではじまるURLで表示し、携帯用公開アドレスの設定で「SSLを利用する
（https）」に設定している状況が考えられます。
システム設定>運用管理>アドレス／携帯用公開アドレスの設定をご確認ください。
② オフライン版・スマートフォン版を「利用しない」設定にされている可能性があります。
システム設定>Sales Force Assistant>共通／オフライン版・スマートフォン版利用設定 の設定を
ご確認ください。

・「認証エラー 認証情報が変更されました。」「日報製品応答エラー」「サーバー・ネットワーク応答エラー」と表
示される場合

認証情報が変更されている可能性があります。

再度QRコードを読み取り、認証し直してください。

・すでに2台登録している場合
1アカウント2台までご利用できます。
利用しない端末は、オプション設定>基本設定>スマートフォンアプリ／認証から登録解除してくださ
い。

A

アプリが落ちます。トップ画面から動きません。Q

以下を参考にご確認ください。

・アプリのバージョンが最新でない場合

アプリをアップデートするかアンインストール後に再度インストールしてください。

・端末のストレージ残量が少ない場合

ストレージ残量が少なくなっていないかを確認してください。

● お使いのスマートフォンが iOS の場合
設定>一般>[デバイス]ストレージから確認できます。

● お使いのスマートフォンが Android の場合
設定>ストレージ から確認できます。
極端に少ない(1GBない状況）場合は、不要なデータやアプリを削除してください。
削除したあとに端末を再起動し、アプリが落ちるかを確認してください。

A
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アプリを起動したらエラーが表示されます。

（「タイムアウトエラー」「google play services are updating」など）
Q

エラー内容ごとに、以下を参考にご確認ください。

・タイムアウトエラーの場合

サーバーが外部接続可能な状態か確認してください。

アプリを利用するためには外部接続可能である必要があります。

サーバー環境についてはシステム管理者にご確認ください。

・「google play services are updating」などタイムアウトエラー以外の場合
アプリをアンインストールし、再度インストールしてください。

A

アプリ（リンクや通知含む）から製品にアクセスできません。ページを開けません。Q

エラー内容ごとに、以下を参考にご確認ください。

・セキュリティ警告（SSL警告）が表示される場合
携帯用公開アドレスの箇所の設定で「SSLを利用しない(http)」へ設定を変更してください。
※オンプレミスでご契約のお客様が対象です。

クラウドサービスでご契約のお客様はこちらを設定できません。

システム設定>運用管理>アドレス／携帯用公開アドレスから設定してください。

・ログイン画面が表示され、ログインできない場合

携帯版のログイン画面に対して、標準版のIDとパスワードを入力していないかご確認ください。

・404エラーの場合
再度QRコードを読み取って、認証し直してください。

A

プッシュ通知とは何ですか？Q

ロック画面やアプリを操作中に表示されるメッセージのことです。

メッセージはサーバーから自動でスマートフォンに通知されます。アプリを起動していないときやスマートフォ

ンがロック状態であっても通知が届くため、新着メールや顧客マスタの更新など変化があった情報をキャッチし

やすくなります。

A

どのアプリがプッシュ通知に対応していますか？Q

以下のアプリが対応しています。

SFAssist、Customer Register Assist、NI Collabo Attention！、NI Collabo UP！、NI Collabo Mail、NI Collabo
A
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NOW！、NI Calendar、NI Collabo バスケット、NI Collabo Video Uploader

プッシュ通知を利用するためにはどうしたらよいですか？Q

以下を参考にご確認ください。

・オンプレミスでご契約のお客様の場合

スマートフォンにアプリをインストールし、ユーザー情報の認証を行なってください。

※そのほかプッシュ通知を利用するための注意事項がございます。

詳細は「製品ご利用に当たっての注意事項（アプリケーション編）」のプッシュ通知機能に関する記載内容を参照

してください。

「製品ご利用に当たっての注意事項（アプリケーション編）」

・クラウドサービスでご契約のお客様の場合

スマートフォンにアプリをインストールし、ユーザー情報の認証を行なってください。

A

プッシュ通知が届きません。Q

以下を参考にご確認ください。

①お使いのスマートフォンの設定でプッシュ通知の受け取りを許可しているかをご確認ください。

● お使いのスマートフォンがiOSの場合
設定>通知>該当のアプリ>「通知を許可」をONにしていること。

● お使いのスマートフォンがAndroidの場合
設定>アプリ>該当のアプリ>通知
・「すべてブロック」をOFFにしていること
・「アプリのすべての通知」をONにしていること
・通知ごとの設定（通知チャンネル）をONにしていること
※端末機種・OSバージョンによって異なる可能性があります。

②デバイスが「プッシュ通知不可」状態ではないことをご確認ください。

ブラウザで弊社製品にログインしてください。

オプション設定>基本設定>スマートフォンアプリ／認証を開いてください。
登録済みのスマートフォンアプリ一覧の、アプリを利用されているデバイスに「プッシュ通知不可」と表示され

ている場合、「登録解除」を行い、アプリを再認証してください。

③省電力モードやバッテリーセーバーなどで、機能が制限されていないかをご確認ください。

OSのバッテリー管理機能によって端末の機能が制限されている可能性があります。またアプリがスリープ状態に
されている場合があります。制限されている場合、設定を解除してください。

上記をご確認いただいた上で、アプリごとのプッシュ通知の受け取りテストをお試しください。

■プッシュ通知の受け取りテスト – スマートフォンアプリ「Customer Register Assist」
①プッシュ通知が受け取れるか次のように設定して確認・テストします。

A

https://www.ni-ware.com/img/price/pdf/Application.pdf
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お使いのスマートフォンの設定でプッシュ通知の受け取りを許可に設定します。

②名刺を読み取ります。

バックグラウンドでアプリを起動したまま、他のアプリを開くか端末をスリープモードにします。

③約1分待っても通知が届かない場合は、弊社のサポートデスクまでお問合せください。

■プッシュ通知の受け取りテスト – スマートフォンアプリ「NI Collabo UP！」
①プッシュ通知が受け取れるか次のように設定して確認・テストします。

アプリ>トップ画面>プッシュ通知>「自分を宛先に含むUP！」「フォローしている社員・顧客のUP！」をONにし
ます。

②以下のいずれかの内容を、他ユーザーからUP！を登録していただきます。
・ログインユーザーを通知対象に選択したUP！を登録する。
・フォローしている社員を通知対象に選択したUP！を登録する。
・フォローしている顧客情報を通知対象に選択したUP！を登録する。

その際、以下の内容をご確認ください。

・投稿されたUP！の通知はリアルタイムで受け取ります。
・自分自身が投稿したUP！はプッシュ通知の対象になりません。
　必ず他の方にUP！していただくよう、ご協力していただいてください。
・NI Collabo UP！は14日以上アプリの利用・操作が無いとプッシュ通知が自動で無効になります。
　アプリを開き直すことでプッシュ通知が有効になりますので、再度お試しください。

③それでも通知が届かない場合は、弊社のサポートデスクまでお問合せください。

■プッシュ通知の受け取りテスト – スマートフォンアプリ「NI Collabo Mail」
①プッシュ通知が受け取れるか次のように設定して確認・テストします。

お使いのスマートフォンの設定でプッシュ通知の受け取りを許可に設定します。

②社内メールを自分宛に送信します。

③それでも通知が届かない場合は、弊社のサポートデスクまでお問合せください。

■プッシュ通知の受け取りテスト – スマートフォンアプリ「NI Collabo NOW！」
①プッシュ通知が受け取れるか次のように設定して確認・テストします。

お使いのスマートフォンの設定でプッシュ通知の受け取りを許可に設定します。

バックグラウンドでアプリを起動したまま、他のアプリを開くか端末をスリープモードにします。

②NOW！要求できるユーザーから「NOW！要求」していただきます。
行先伝言共有（在席一覧）>「NOW！要求先を選択」ボタン>「送信先（アプリ）」にログインユーザーを選択
し、「NOW！要求」ボタンをクリックします。
③それでも通知が届かない場合は、弊社のサポートデスクまでお問合せください。

■プッシュ通知の受け取りテスト – スマートフォンアプリ「SFAssist」「NI Collabo Attention！」「NI
Calendar」
こちらのアプリについては、プッシュ通知の送信テスト機能を提供しております。

弊社製品にログインしてください。

オプション設定>基本設定>スマートフォンアプリ>プッシュ通知の送信テストから行うことができます。
※操作方法は、「プッシュ通知の送信テスト」を参照してください。

NIコンサルティングが提供しているアプリを複数インストールしています。
今までと違うアプリに対してプッシュ通知がくるようになりました。なぜですか？

Q

https://support.nivms.com/manual/user_sfa_basicoption07/
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アプリのインストール状況に応じて適したアプリにプッシュ通知が送信されるためです。

たとえば、NI Collabo 360の新着メールが届いたときのプッシュ通知先は以下の通りです。

・SFAssistのみをインストールしている
SFAssistに届きます。

・SFAssistとNI Collabo Attention！をインストールしている
NI Collabo Attention！に届きます。

・SFAssistとNI Collabo Attention！とNI Collabo Mailをインストールしている
社外メールはNI Collabo Attention！に届きます。

　社内メールはNI Collabo Mailに届きます。

A

アラーム通知サーバーログに「（APNS＠アプリ名）not connected」や「（FcmV1@アプリ
名）API request failed」とエラーが表示されています。
どうしたらいいですか？

Q

毎回このようなエラーが出るのであれば、NIVMSサーバーの置かれているネットワーク環境がプッシュ通知配信
サービスにつながらないような環境である可能性があります。

その場合は、「製品ご利用に当たっての注意事項（アプリケーション編）」に記載されているプッシュ通知用のゲ

ートウェイにつながるようにネットワークかサーバーなどを設定していただく必要があります。

詳細は以下をご確認ください。

「製品ご利用に当たっての注意事項（アプリケーション編）」

A

たくさんプッシュ通知がくるので、プッシュ通知を止めたいです。Q

以下を参考にご確認ください。

・オプション設定を設定する場合

オプション設定でプッシュ通知を利用しないに設定してください。

弊社製品にログインしてください。

オプション設定>基本設定>スマートフォンアプリ／新着情報のプッシュ通知から設定できます。

・端末で設定する場合

端末でプッシュ通知を許可しないに設定してください。

設定>該当のアプリ>通知>「通知を許可」をOFFにしてください。

A

位置情報の精度が曖昧です。Q

https://www.ni-ware.com/img/price/pdf/Application.pdf
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位置情報の取得精度の設定が「おおよそ」になっている可能性があります。

「正確な位置情報を使用」することを許可してください。

iOS14、Android12以降、プライバシー保護の観点から、位置情報の取得精度が「正確」と「おおよそ」に分けら
れています。アプリで正確な位置情報を使用するためには、位置情報の権限で、「正確な位置情報を使用」するこ

とを許可してください。

精度が曖昧である場合、設定を見直していただいた上で、アプリを再起動してください。

A

Androidを使用しています。「使用していないアプリの権限を削除しました」と通知が届きま
した。以前ONにした権限がOFFになっていました。OFFにならないようにしたいです。

Q

権限が自動で削除されないように、アプリ毎に設定することができます。

設定>アプリ>該当のアプリ>「使用していないアプリを一時停止する」をOFFにしてください。
セキュリティの観点から、アプリを長期間使用しない場合に、OSの判断でアプリの権限が自動的に削除されるこ
とがあります。必ず通知を受け取りたいアプリで設定することをお勧めします。

A

NI Collabo 360のスケジュール登録時に事前通知の設定をおこなうと登録に時間がかかりま
す。もしくはタイムアウトします。

Q

毎回このような事象が起こるのであれば、NIVMSサーバーの置かれているネットワーク環境がプッシュ通知配信
サービスにつながらないような環境である可能性があります。

その場合は、「製品ご利用に当たっての注意事項（アプリケーション編）」に記載されているプッシュ通知用のゲ

ートウェイにつながるようにネットワークかサーバーなどを設定していただく必要があります。

詳細は以下をご確認ください。

「製品ご利用に当たっての注意事項（アプリケーション編）」

A

Sales Force Assistantの商談登録、業務登録時に事前通知の設定をおこなうと登録に時間が
かかります。もしくはタイムアウトします。

Q

毎回このような事象が起こるのであれば、NIVMSサーバーの置かれているネットワーク環境がプッシュ通知配信
サービスにつながらないような環境である可能性があります。

その場合は、「製品ご利用に当たっての注意事項（アプリケーション編）」に記載されているプッシュ通知用のゲ

ートウェイにつながるようにネットワークかサーバーなどを設定していただく必要があります。

詳細は以下をご確認ください。

「製品ご利用に当たっての注意事項（アプリケーション編）」

A

https://www.ni-ware.com/img/price/pdf/Application.pdf
https://www.ni-ware.com/img/price/pdf/Application.pdf
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■ マッピングアシスト

クライアント証明書は利用できますか？Q

．はい、クライアント証明書をご利用いただけます。

クライアント証明書を利用する際の詳細は、各アプリのマニュアル「クライアント証明書を利用する」をご確認

ください。

クライアント証明書を導入する際の詳細は、システム設定マニュアル「運用管理」の「巻末付録１.クライアント
証明書を導入する」をご確認ください。

システム設定マニュアル「運用管理」＞「クライアント証明書を導入する」

A

「マッピングアシスト機能がインストールされていません。」と表示されて、利用できませ

ん。

Q

マッピングアシスト設定をしていない可能性があります。

設定についてはシステム管理者にご確認ください。

システム設定マニュアル「アシスタント機能 導入向け」＞「マッピングアシスト」

A

アプリで顧客情報を検索しても出てくる顧客と出てこない顧客がいます。住所は登録済です。

アプリで地図上に顧客情報のピンが立ちません。

Sales Force Assistantの顧客情報を参照すると、住所項目の横にアイコン（位置参照情報）
が表示されていません。

Q

ジオコーディング処理がされていません。

・即反映させたい場合

個別で編集するとジオコーディングされますので、顧客情報または納入機器を編集してください。

※一括更新やCSV入力、API受信などで編集されたときは実行されません。
一括登録したデータのジオコーディングを実施したい場合は、

システム設定>Sales Force Assistant>マッピングアシスト／利用設定から手動ジオコーディングを実行してくださ
い。

手動ジオコーディングでは設定を保存したあと直近10分以内に更新された顧客情報・納入機器のみを対象に、位
置参照情報が更新されます。CSV入力などで一括登録したあと10分以内に手動ジオコーディングを実行してくだ
さい。

・自動でジオコーディング処理を実施したい場合

システム設定>運用管理>定期実行／定期実行管理>ジオコーディングタスクから設定してください。

A

https://support.nivms.com/manual/system_control14/
https://support.nivms.com/manual/system_sfa_assistant07/


23

■ NI 経費精算 Reader

■ NI Calendar

ICカードを読み取るときに「error code:202」と表示されて、読み取れません。Q

端末を再起動していただき、ご確認ください。A

スケジュールが反映されません。Q

アプリで最新データの取得またはQRコードを読み取って再認証を実施してください。
プッシュ通知を使っているため、アクセスが出来なかったりするとスケジュール登録の反映が遅れることがあり

ます。

A

スケジュールまたはアクションリストが登録できません。Q

以下を参考にご確認ください。

①使用アプリケーションの設定をご確認ください。

登録する機能のチェックボックスにチェックを入れてください。

システム設定>NI Collabo 360>共通／使用アプリケーションから設定してください。

②権限ロールの設定をご確認ください。

該当する機能の登録権限が付与されているかご確認ください。

システム設定>セキュリティ>制限／権限ロールから設定してください。

③社員の利用製品の設定をご確認ください。

NI Collabo 360のライセンスを付与されているかご確認ください。
システム設定>基本設定>社員／社員一覧>社員名から設定してください。

A


